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本資料に記載されている業績⾒通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している
情報及び合理的であると判断する⼀定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により⼤きく異なる可能性があります。これらの記述または前提（仮定）が、客観的には
不正確であったり、または将来実現しないという可能性があります。

また、本書に記載されている当社グループ以外の企業等にかかわる情報は、公開情報等
から引用したものであり、かかる情報の正確性・適切性等について保証するものではあり
ません。

マークラインズ株式会社
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1. 2015年12月期 第2四半期における施策
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2015年12月期 第2四半期における施策

4

1. 情報コンテンツの強化（各分野のトップレベルを目指す）
• 主要500社動向コンテンツで動画配信を開始（「人とくるまのテクノロジー展」）。
• 新規掲載のコンテンツ：インド⽣産⾞のモデルチェンジ情報、中国市場のモデル別輸入

台数、ミャンマー及びラオスの販売統計情報等。
• サプライヤー・データベースでサプライヤー（外資企業は出資⽐率20％以上）の国籍

（12カ国）別検索機能を追加。

2. ワンストップサービス化の推進（「その他の事業」の強化）
• コンサルティング事業

広範な企業からの引合い増加に対応するため、人材の再配置と採用を実施。
コンサルティング受注実績：新⾞販売台数レポート、電子系部品の採用状況グローバル
調査、欧州企業調査、ニッチ調達部品市場調査、アセアン・サプライヤー調査等。
人材紹介事業
１件当たりの平均成約⾦額は、前年度を上回る。
積極的な事業展開に向け、人材の採用を実施。

3. 海外事業展開
• ドイツ・フランクフルト市にMarkLines Europe GmbH を設⽴、営業を開始。
• タイでManufacturing EXPO 2015に出展。

4. 契約企業は122社増加し、1,834社。
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2. 2015年12月期 第2四半期連結業績
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連結業績サマリー

6

実績 前年
同期⽐(%) 要因

売 上 高 598 +19.6

主⼒の「⾃動⾞情報プラットフォーム」
事業は、計画を上回る（101.1％）。
⼀方、市場予測情報販売が１Qに苦戦し計
画未達となったことにより、売上高は、
⾒通しに対し14百万円未達となった（計
画比97.6％）。当販売事業の売上高総利
益率は低いため、営業利益等への影響は
限定的。

営 業 利 益 186 +22.3
利益率の高い、「⾃動⾞情報プラット
フォーム」、コンサルティング、人材紹
介の売上が寄与し、市場予測情報販売の
計画未達の影響及び⼦会社設⽴等による
経費増を補い、計画を上回る（104.5％）。

経 常 利 益 193 +30.0 投資有価証券からの受取配当⾦、為替差
益が寄与し、計画を上回る（106.6％）。

純 利 益 127 +29.5 計画を上回る（110.3％）。

(単位：百万円)

(注) 比較対象となる2014年12月期第２四半期連結累計期間の数値については、有限責任 あずさ監査法人によるレビューの対象とはなっておりません。
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事業セグメント別の概況

7

売上高は、前年同期比18.4％の増加。
新規契約は、１Q・２Q会計期間を通じてタイが好調、中国・日本が堅調に推移。
欧米の新規契約は、２Qに入り回復基調に。

「⾃動⾞情報プラットフォーム」事業

コンサルティング

• 上期売上高は、前年同期比
98.4％の増加。

• 1Qは好調に推移したが、２Qは
⼀部のプロジェクトにおいて検
収が３Qにずれ込む。

人材紹介

• 上期売上高は、エグゼクティブ
クラスの成約が増加し、前年同
期比16.1％の増加。

• 積極的な事業展開に向け、人材
の採用。

LMC Automotive 製品

(市場予測情報)販売

• 上期売上高は、１Qの出遅れの
影響で前年同期比8.1％の減少。

• 下期は、初のセミナーを実施予
定。

売上高は、前年同期比31.4％の増加。その他の事業
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事業セグメント別売上高
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2015年
12月期

第２四半期

前年
同期⽐
(％)

要因

「⾃動⾞情報
プラットフォーム」事業 539 +18.4

新規契約は、１Q・２Q会計期間を通
じてタイが好調、中国・日本が堅調に
推移。

その他の事業 59 +31.4

コンサルティング事業 26 +98.4
１Qは好調に推移。
２Qは⼀部のプロジェクトにおいて検
収が３Q以降にずれ込む。

人材紹介事業 16 +16.1 エグゼクティブクラスの成約が増加、
計画を上回って推移。

LMC Automotive Ltd.製品
(市場予測情報)販売事業 15 △8.1 １Qの出遅れの影響。

下期は、初のセミナーを実施予定。

合計 598 +19.6

(注) 比較対象となる2014年12月期第２四半期連結累計期間の数値については、有限責任 あずさ監査法人によるレビューの対象とはなっておりません。

(単位：百万円)



Copyright © 2015 MarkLines Co., Ltd. All Rights Reserved

海外売上高比率
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（単位：百万円）

2014年12月期 構成⽐
（％）

2015年12月期
第２四半期

構成⽐
（％）

日 本 693 65.8 378 63.2

北 米 106 10.1 60 10.2

欧 州 69 6.6 42 7.2

ア ジ ア 180 17.2 114 19.1

そ の 他 3 0.3 2 0.3

合 計 1,053 100.0 598 100.0

海外売上高⽐率 34.2％ 36.8%

事業全体の売上高に占める海外売上高⽐率は、2014年12月期の34.2％から
36.8％へと増加
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地域別売上高サマリー
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（事業全体） 2014年12月期
第２四半期

2015年12月期
第２四半期

前年同期⽐
（％）

日 本 338 378 +11.6
北 米 52 60 +15.9
欧 州 33 42 +29.6
ア ジ ア 74 114 +53.8
そ の 他 1 ２ +28.2
合 計 500 598 +19.6

（単位：百万円）

「⾃動⾞情報プラッ
トフォーム」事業

2014年12月期
第２四半期

2015年12月期
第２四半期

前年同期⽐
（％）

日 本 293 324 +10.4
北 米 52 57 +10.1
欧 州 33 42 +29.6
ア ジ ア 74 112 +50.6
そ の 他 1 2 +28.2
合 計 455 539 +18.4

(注) 2014年12月期第２四半期連結累計期間の数値については、有限責任 あずさ監査法人によるレビューの対象とはなっておりません。

タイでの新規獲
得が好調

全ての地域で増加
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78.0% 75.7% 73.9% 71.9% 68.8%
62.7% 60.1%

11.9%
11.9%

10.9%
9.7%

10.1%
11.1%

10.8%

6.0% 6.4%
6.8%

6.3%
6.1%

7.3%
7.9%

4.1% 6.0% 8.4% 12.1% 15.0% 18.9% 21.2%

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年２Q

アジア・その他

欧州

北米

日本

地域別売上の推移 (⾃動⾞情報プラットフォーム事業)

11

(注) 2011年12月期以前の数値については、有限責任 あずさ監査法人による監査の対象とはなっておりません。

海外売上高は39.9％へ増加
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3. 成⻑性・収益分析

12
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108社
133社

193社
上期実績

122社

下期

0社

50社

100社

150社

200社

250社

300社

2012 2013 2014 2015 2Q

「⾃動⾞情報プラットフォーム」契約企業増加数の推移

13

契約企業の増加数が、2012年度の２倍以上のペースに拡大
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「⾃動⾞情報プラットフォーム」四半期売上成⻑

14

35

35

807

2013年
12月期

１Q ２Q ３Q ４Q
2014年
12月期

１Q ２Q ３Q ４Q
2015年
12月期

802
36

37
41

42 958
39

44
（単位：百万円）

着実に増加幅（ 部分）が拡⼤

(注) 2014年12月期第1及び第２四半期連結会計期間の数値については、有限責任 あずさ監査法人によるレビューの対象とはなっておりません。
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四半期毎の収益進捗イメージ
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売上高の90％を占める主⼒事業は、ストック型のビジネスであり、売上高が四半期毎に拡大する傾向に
ある⼀⽅で、コストは売上高の増加幅に対し、微増であるため、利益は年度の下期が 上期に⽐べ大きく
なる傾向にあります。

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

利 益

コ ス ト

A B

A ＜ B

売
上
高
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社数増加率を上回る、売上高成⻑（「⾃動⾞情報プラットフォーム」事業）

16

(注) 2011年12月期の数値については、有限責任 あずさ監査法人による監査の対象とはなっておりません。

上期実績

539

下期予想
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2011 2012 2013 2014 2015

社数(社)売上高 売上高 契約社数

増加社数
108社
増加率
8.4％

増加社数
133社
増加率
9.5％

増加社数
193社
増加率
12.7％

上期累計
増加社数
122社

売上高
成⻑率
10.3%

売上高
成⻑率
11.9%

売上高
成⻑率
19.5%

（単位：百万円）

要因：グローバル展開の進捗により、円安の恩恵を受ける海外契約（外貨建）⽐率が高まっている。

参考：４名利用コース（期末レートで換算した料⾦）
2012年 US$ 約54万円（ 86.58円）→ 2014年 約76万円（120.55円）→ 2015年２Q 約77万円(122.45円) 
2012年人⺠元 約59万円（13.91円）→ 2014年 約82万円（19.35円）→ 2015年２Q 約83.7万円(19.73円)
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2014 2Q 2015 2Q

人的リソースの投入と売上の関係（2014年２Q・2015年２Q）

17

(注) 2012年12月期第2四半期の数値については、有限責任 あずさ監査法人によるレビューの対象とはなっておりません。

人 員 数 売 上 高

人 員 数 売 上 高

2014 2Q 2015 2Q

+８%

2014 2Q 2015 2Q

2014 2Q 2015 2Q

+20%

「
⾃
動
⾞
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

そ

の

他

の

事

業

+18%

+31%

売上高の増加に
比べ、人員数の
増加は少ない。

コンサルティン
グ・人材紹介等
の売上高は、人
材の投入に左右
される。
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当社の収益構造の特徴：⼀貫して高い限界利益率

18

2014年12月期 2015年12月期
第２四半期

① 売上高(百万円) 1,053 598

② 変動費(百万円) 89 51
商品仕入、調査部
門業務委託費、販
売手数料等

③限界利益(百万円)
[限界利益率(％)]

964
[91.5]

547
[91.5]

限界利益=①-②
限界利益率=③/①

④ 固定費(百万円) 631 361
人件費、減価償却
費、賃借料、シス
テム維持費等

⑤営業利益(百万円)
[営業利益率(％)]

333
[31.6]

186
[31.2]

営業利益=③-④
営業利益率=⑤/①

損益分岐点⽐率(％) 65.4 65.9 =(④/限界利益率)/①
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高い収益性：高い限界利益率と低い損益分岐点売上高

19

営
業
利
益損益分岐点

売上高

0

200

400
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800

1,000

1,200

0 200 400 600 800 1,000 1,200

固 定 費 用 線

売上高線

（単位：百万円）

売上高成⻑が利益成⻑を増幅

損益分岐点
売上高

0

120

240

360

0 100 200 300

（単位：億円）

売上高線

営
業
利
益

固 定 費 用 線

（データ出所：日本経済新聞デジタルメディア NEEDS財務データ 集計値リスト 2013年度版）*銀⾏・証券・保険業、ジャスダック上場企業は除く

売上高変動費比率：26.0％
売上高固定費比率：67.7％
損益分岐点比率 ：91.8％

全産業*（2014年３月期/上場企業*・単独決算ベース） 当社 （2014年12月期）
売上高変動費比率： 8.5％
売上高固定費比率：59.9％
損益分岐点比率 ：65.4％

変 動 費 用 線

変 動 費 用 線

限界利益率：74.0％ 限界利益率：91.5％
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営業利益は上昇傾向

20

226

276

317

169

318

358

402

242

198

217

333

186

410

2012年12月期

2013年12月期

2014年12月期

2015年12月期2Q累計

2015年12月期(予想)

売上原価 販売費及び一般管理費 営業利益
（単位：百万円）

営業利益率
25.5％

営業利益率 31.2％

利益率を向上させながら、固定費投資（人材・システム・海外投資等）を実施

営業利益率
26.7％

営業利益率
32.5％

営業利益率
31.6％

営業利益率２期間の比較 １Ｑ累計 ２Ｑ累計

2014年12月期 29.0％ 30.4％

2015年12月期 30.1％ 31.2％
営業利益率は、前年同期⽐で上昇傾向
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4. 業績予想

21
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通期業績予想

22

（単位：百万円）
2014年

12月期実績
2015年

12月期計画 前期⽐

売上高 1,053 1,263 +19.9%

営業利益 333 410 +23.0%

経常利益 344 415 +20.5%

純利益 220 270 +22.7%

「⾃動⾞情報プラットフォーム」契約純増⾦額は、概ね計画を上回るペース
で推移中。さらにコンテンツ改善、有料・無料会員の増加によるポータル⼒
の強化により、下期も成⻑ペースを維持。

コンサルティング、人材紹介事業は、それぞれ受注、成約体制を強化し計画
達成。市場予測販売事業は、初のセミナーを下期に開催予定。

想定為替レートは変更なし。
（1＄=116.57円、１RMB＝19.03円、１€=145.25円）
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業績推移
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売上高

経常利益

23

（単位：百万円）

（予想）

2001年〜2003年まで単体損益
2004年〜2014年まで連結損益
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5. 成⻑戦略
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⾃動⾞産業ポータルを構成するコンテンツ、サービスにおいて徹底した
競合分析を⾏い、個々のパーツを磨き上げることで、オンリーワンポー
タルの完成度を高める。

成⻑戦略 ① パーツの強化

▎総合⼒によるオンリーワンから
各メニューのナンバーワンへ

25

No.1

No.1

No.1No.1
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成⻑戦略 ② 情報発信ツールの積極販促

▎情報発信ツールを柱のひとつに

優良バイヤー(完成⾞メーカー、大⼿部品メーカーの開発・購買部門)の蓄積

有料(＝優良) バイヤーに向けた効果的販促ツール

26
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二階

⼀階

潜在顧客
8万社

顧客数
1,700社

成⻑戦略 ③「その他の事業」の拡⼤

▎二階建て構造のポータルを構築
コンサルティング、市場予測サービス、人材紹介サービスを増強し、
「その他の事業」から独⽴セグメント化を図る。

27

お客様の多様なニーズに応えるサービス
・コンサルティング、受託調査
・市場予測・人材紹介

オンライン情報サービスの顧客基盤
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成⻑戦略 ④ システムリノベーション

▎2016年６月完成を目指し、システムリノベー
ションの実施

情報発信ツールを事業の柱の１つに
ビジュアル化・動画等の最新技術の取り込み
蓄積した契約企業ユーザーからの要望の実現

28

2001年
サービス開始

2011年

第１回システム

リノベーション

2016年
第２回システムリノベーション
(６月完成予定)
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2013年7月 タイ バンコクに100％出資⼦会社を設⽴
2015年1月 ドイツ フランクフルトに100％出資⼦会社を設⽴
計画 インド⼦会社

成⻑戦略⑤ グローバル展開

▎アジア新興国及び欧州に本格参入

29

本
社

中国
上海市

2004年
設⽴

ドイツ
フランクフ

ルト
2015年

設⽴

タイ
バンコク市
2013年

設⽴

米国
ミシガン州
2003年

設⽴

インド
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1.  対象企業
・日本に本社がある製造業に限定。
・従業員数が100名未満（日本国内の従業員数）または 資本⾦が5,000万円未満。
＊ご入会時に弊社にて簡単な審査をさせていただきます。

2.  ご利用のメリット
・通常の料⾦体系は、1契約1法人（国内外のグループ会社は別料⾦）とさせていただいており

ますが、当パッケージは、下記の5ヶ国内であれば1契約に複数の法人を含めることができます。

例: 日本とタイでご利用の場合
通常、2拠点で年間96万円必要なところ、
年間48万円でご利用いただけます。

3. ご利用料⾦

＊どこの国からの契約でも可能とさせていただきます。
＊日本以外からのお申込みは、現地通貨建てとなります。
＊上記以外の国でのご利用につきましては、別途ご相談させていただきます。

ご利⽤拠点 グロ－バル
合計ご利⽤⼈数

年間ご利⽤料⾦
（円）/税抜き日本 中国 タイ インドネシア ベトナム

★上記拠点の内、２ケ国でご利⽤。 2 ¥480,000

★上記拠点の内、４ケ国でご利⽤。 4 ¥600,000

成⻑戦略⑥ 顧客層拡⼤に向けた新サービスの提供

4. 運用開始時期 2015年8月より

新パッケージ
年間48万円

（合計
2アカウント）

通常料⾦
年間96万円
（各拠点2アカ

ウント）

48万円
コストダウン

新サービス「小規模製造業向け海外進出支援パッケージ」の概要
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「小規模製造業向け海外進出支援パッケージ」の位置付け

完成⾞メーカー

Tier１(１次部品メーカー)

Tier２（２次部品メーカー）

Tier３（３次部品メーカー）

現在の顧客開拓の
対象企業群

31

顧客開拓中

「小規模製造業
向け海外進出支
援パッケージ」
のカバー領域
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6. 事業の特徴と環境

32
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事業の特徴 ①

▎圧倒的な費用対効果

さまざまな情報サービスを個別に購入

48万円〜120万円/年

VS

オールインワンのパッケージ

約200万円/年〜

33
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2002年

事業の特徴 ②

▎コンテンツ充実の⼀⽅で、変わらぬ料⾦

34

完成⾞メーカー・部品メーカー、素材メーカー、
機械・設備・計測器・⾦型、ソリューションベンダー、
運輸、商社、官公庁、調査・コンサルティング、⾦融
機関、建設、⼤学 ほか

完成⾞メーカー、⼤手部品メーカー

2015年

更なる顧客層の開拓

主要ユーザー

20××年
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世界⾃動⾞販売台数
⾃ 動 ⾞ 産 業 規 模

事業の環境 ①

▎2020年⾃動⾞販売台数は1億台を突破

35

2014年
8,700万台
200兆円

2020年
1億台
230兆円〜

2020年
1億台

230兆円

出典: ⾃動⾞販売台数 LMC Automotive Ltd. 
⾃動⾞産業規模 当社推定
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▎中国・インドなどアジア新興国のさらなる伸張
世界主要国ライトビークル⽣産台数予測（〜2021年）

出典: LMC Automotive Ltd.

事業の環境 ②

36

(単位：万台)
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潜在顧客の拡⼤部品・材料等の
多種・多様化動⼒源の多様化

出典: IEA/ETP (Energy Technology Perspectives) 2012

事業の環境 ③ パワートレインの多様化

37

2050年までの世界の⾞種別台数予測
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事業の環境 ④ より安全で快適なクルマの実用化

38

⾃動⾞産業
ポータルの成⻑異業種の参入⾃動運転・ビックデー

タ等の新技術の登場

⾃動⾞関連産業の領域の拡大
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ご清聴、ありがとうございました。
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